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横断的な課題 ３交流と地消地産や産業振興による地域の活性化

地域重点政策 １若者・女性・外部人材の活躍推進 上田地域振興局

Ｃ

実 施 機 関 上田地域振興局 担
当
課

企画振興課

事 業 名 都市農村交流促進事業【新規】
8-234-2216

uedachi-kikaku@pref.nagano.lg.jp

都市農村交流促進事業中間
組織育成研修会

中間組織を育成するための
研修会を開催する。

99,000 委託費

事

業

の

概

要

等

目 的
（目指す姿）

人口減少社会において都市農村交流人口を増加させることにより、上田地域に活力を呼び込
む。

現 状 と
課 題

　管内の都市農村交流人口は、近年の猛暑の影響や受入農家の高齢化により減少傾向であ
る。
　都市農村交流事業に関心のある若手農家の新たな参入が期待されるが、本業である農業が
忙しく、当該事業への単独の参入は困難であることから、交流人口の増加のためには農家と観
光客を繋ぐ役割を担う「中間組織」の育成が課題となる。
　農産物直売所の設置や果樹のオーナー制度等を実施している市町村や農協等は、農家と観
光客（消費者）を繋ぐ事業を既に行っており、「中間組織」の役割を担うことが可能と考えられる。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

１　都市農村交流促進事業中間組織育成研修会の開催
　中間組織を育成し、都市農村交流人口の増加を図るため、農家と消費者を繋ぐ事業を行って
いる農協、市町村及び生産者組合、他地域で中間組織の役割を担っている観光協会を対象とし
た研修会を開催する（２月）。
＜研修内容＞
 　先進事例の紹介・地域資源の再認識、掘り起こし
　都市農村交流事業を企画している団体に交流事業実施のきっかけとなる気付きにつなげる研
修を委託する。

事業期間 令和２（2020）年12月 令和３（2021）年２月

合　　　　　　計 99,000

指
標
及
び
達
成
状
況

成　果　指　標 目標値 成果 達 成 状 況

研修会の参加団体数
（目標値内訳：農協１、市町村４、観光協会４、生産者組合８）

17団体以上

事

業

費

等

（単位：円）

事業を構成する細事業名等 実施内容 計画（実績）額 備考

事
業
実
績
・
成
果

〇都市農村交流促進事業中間組織育成オンライン研修の実施
　農家と観光客をつなぐ中間組織の育成研修会をワークショップ形式で実施する予定だったが、新型コロナ
ウイルス感染警戒レベルの引き上げによりオンライン（zoom）での研修会となった。都市農村交流の専門知
識を有する全国農協観光協会に研修を委託して実施した。
　都市農村交流人口増加のためには、つながりを主軸とした企画の立上げや受入れが大切であるという認
識を共有し、先進地などの事例紹介から関係者の連携が不可欠であることを学ぶことができた。またオンラ
インワークショップは「そのための地域資源」について全員で考える機会となった。

今後の方向性
農家と観光客を繋ぐ役割を担う「中間組織」を育成するともに、中間組織間で現状と課題を共有
し、連携しながら都市農村交流に取り組む機運を醸成していく。

12団体 達 成

一部達成

未 達成


